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台
市
）
の
「
77
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
私

募
債
（
寄
付
型
／
社
会
貢
献

コ
ー
ス
）」を
発
行
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
。
こ
の
コ
ー
ス

は
、
私
募
債
発
行
に
際
し
、

手
数
料
の
一
部
で
地
域
の
教

育
機
関
な
ど
に
必
要
な
物
品

を
寄
贈
す
る
仕
組
み
で
、
就

職
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

縁
の
あ
る
本
学
理
工
学
部
機

械
工
学
科
に
対
し
て
寄
贈
の

申
し
出
が
あ
っ
た
。

　
12
月
13
日
に

本
学
で
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
向

陽
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
の
山
本

克
己
社
長
か
ら

佐
々
木
洋
理
工

学
部
長
に
目
録

が
手
渡
さ
れ
た
。

　
経
営
学
部
経
営
学
科
で

は
、
昨
今
の
地
域
部
活
動
支

援
の
在
り
方
や
デ
ジ
タ
ル
化

を
考
え
る
「
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦

略
論
」（
担
当
‥
稲
葉
健
太

郎
助
教
）」
を
開
講
し
て
い

る
。

　
講
義
は
、
地
域
課
題
の
解

決
を
目
指
し
た
産
学
連
携
に

よ
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
授
業
と
し
て

展
開
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
用

い
て
ア
ス
リ
ー
ト
に
気
づ
き

を
促
す
「
コ
ー
チ
ン
グ
」
を

学
ぶ
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
12
月
９
日
に
は
、
Ｍ
Ｔ
Ｘ

ア
カ
デ
ミ
ー
（
東
京
都
）
チ

ー
フ
ト
レ
ー
ナ
ー
の
木
村
匡

宏
氏
に
よ
る
特
別
講
座
が
開

か
れ
た
。

　
講
義
で
は
、
プ
ロ
野
球
・

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
近
本
光

司
選
手
や
原
口
文
仁
選
手
の

事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
大
切
に

し
て
い
る
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

「
意
図
」「
実
践
」
「
学
び
」

「
パ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
解
説
。

学
生
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が

も
た
ら
す
体
力
へ
の
影
響
、

強
い
言
葉
や
暴
力
的
な
指
導

が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
な
ど
を

学
び
、
ス
ポ
ー
ツ
と
の
有
意

義
な
関
わ
り
方
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
た
。

　
本
学
は
、
株
式
会
社
向
陽

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
宮
城

県
石
巻
市
）
か
ら
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
の
寄
贈
を
受
け
た
。

　
今
回
の
寄
贈
は
、
同
社
が

株
式
会
社
七
十
七
銀
行
（
仙
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最新の
情報は
大学HPで。
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【一般選抜Ａ日程】 【特待生選抜】

１/19㊍ ※消印有効出願締切日

試験日 １/31㊋

【一般選抜B日程】

２/６㊊～22㊌ ※消印有効出願期間

試験日 ３/２㊍

【大学入学共通テスト利用選抜Ｂ日程】
２/６㊊～16㊍ ※消印有効出願期間

出願受付中出願受付中
★詳細はホームページで

必ずご確認ください。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
迎
え
た

新
年
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

石
巻
専
修
大
学
は
昨
年
と
同

様
に
十
全
な
対
策
の
下
、
原

則
対
面
で
の
授
業
運
営
を
継

続
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
関
連
す
る
皆
様
方
の
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
学
は
建
学
の
精
神
「
社

会
に
対
す
る
報
恩
奉
仕
」
の

下
、
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社

会
知
性
の
開
発
」
を
理
念
と

し
て
掲
げ
、「
社
会
の
諸
問
題

に
、
自
分
の
役
割
を
自
覚
し

て
取
り
組
む
た
め
に
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
材
」
を
育
成

し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
少

人
数
教
育
と
き
め
細
か
な
学

生
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
学
生
一

人
一
人
に
適
し
た
学
び
を
提

供
す
る
「
学
生
第
一
主
義
」

の
大
学
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。社

会
課
題
解
決
す
る

 

人
材
を
育
成

　
創
立
30
周
年
を
機
に
設
定

し
た
第
１
次
中
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
教
職
員
が
連
携
し

て
、学
生
が
学
修
し
た
知
識
・

技
能
を
実
社
会
の
中
で
活
用

し
、
課
題
を
解
決
す
る
経
験

を
保
証
す
る
こ
と
で
、「
社
会

の
諸
課
題
解
決
に
活
用
で
き

る
知
識
・
技
能
を
修
得
し
た

人
材
の
育
成
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
時
代
の
変
化
と
社
会
の
要

請
に
対
応
し
、
独
自
性
を
発

展
的
に
実
現
す
る
た
め
、
２

０
２
１
年
４
月
に
経
営
学
部

情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
を

新
設
、
昨
年
４
月
に
は
理
工

学
部
教
育
課
程
新
編
と
し
て

生
物
科
学
科
と
食
環
境
学
科

を
発
展
的
に
統
合
し
ま
し

た
。
ま
た
、
機
械
工
学
科
と

情
報
電
子
工
学
科
で
は
学
科

横
断
型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
授
業
を
取
り
入

れ
、
情
報
に
基
づ
い
て
モ
ノ

や
シ
ス
テ
ム
を
創
る
両
学
科

の
融
合
性
を
高
め
ま
し
た
。

人
間
学
部
で
は
、
人
間
文
化

学
科
で
コ
ー
ス
制
の
導
入
、

人
間
教
育
学
科
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

取
り
入
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
定
を
進
め
ま
し
た
。

　
学
科
改
組
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
に
お
い
て
は
、
各
学

科
に
お
け
る
人
材
育
成
目
的

や
教
育
目
標
を
上
位
に
設
定

し
、
専
門
教
育
の
学
び
の
特

色
を
コ
ー
ス
制
度
や
履
修
モ

デ
ル
に
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
３
学
部
は
10
コ

ー
ス
・
５
モ
デ
ル
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
夢
の
実
現
に
向

け
て
、
学
生
一
人
一
人
に
適

し
た
学
び
を
少
人
数
教
育
で

提
供
で
き
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

文
理
横
断
型
の

 

教
育
研
究
活
動

　
理
工
・
経
営
・
人
間
の
３

学
部
を
基
盤
と
し
た
多
様
な

学
問
領
域
を
有
す
る
総
合
大

学
の
特
色
を
生
か
し
、
文
理

横
断
型
の
教
育
研
究
活
動
や

社
会
知
性
に
よ
っ
て
、
地
域

社
会
の
知
的
基
盤
を
支
え
る

と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
世

界
に
発
信
す
る
「
地
域
に
根

ざ
し
て
世
界
に
尖
が
っ
た
大

学
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
方
の
ご
支
援
・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尾
池 

守
石
巻
専
修
大
学
長

年
頭
の
抱
負

中長期ビジョン中長期ビジョン
（2020～2024年度）

学生一人一人に適した学び提供学生一人一人に適した学び提供

１.社会の諸課題解決に活用できる知識・
　 技能を修得した人材を育成する

２.教育研究活動を充実させる

３.学習の質を向上させる環境を整備する

　
本
年
度
の
教
員
採
用
試
験

に
、
理
工
学
部
２
人
、
人
間

学
部
５
人
の
計
７
人
が
合
格

し
た
。
氏
名
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
。
い
ず
れ
も
４
年

次
）

【
理
工
学
部
】

佐
藤
裕
介
（
宮
城
県
小
牛
田

農
林
高
）
▽
今
園
椋
太
（
福

島
県
安
積
高
）

【
人
間
学
部
】

鈴
木
知
輝
（
青
森
県
青
森
西

高
）
▽
阿
部
樹
（
岩
手
県
専

修
大
学
北
上
高
）
▽
和
泉
風

弥
（
宮
城
県
富
谷
高
）
▽
大

阪
冬
威
（
青
森
県
青
森
北

高
）
▽
山
口
竜
広
（
宮
城
県

尚
絅
学
院
高
）

　
生
物
科
学
科
の
今
園
さ
ん

は
、
思
う
よ
う
に
勉
強
が
は

か
ど
ら
ず
焦
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、「
同
じ
目
標
を
持
つ
仲

間
や
先
生
の
励
ま
し
を
受
け

て
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

た
。

　
幼
い
頃
か
ら
の
夢
を
か
な

え
た
大
阪
さ
ん
は
「
合
格
で

き
て
う
れ
し
い
。『
で
き
る
こ

と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
』
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
子
ど
も
の
居
場

所
と
な
る
安
心
で
き
る
学
級

づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
た
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

保
育
士
試
験
に
２
人

　
本
年
度
の
公
務
員
保
育
士

試
験
に
は
、
人
間
学
部
４
年

次
の
大
森
藍
さ
ん
（
宮
城
県

桜
坂
高
）、
佐
藤
誓
真
さ
ん

（
宮
城
県
聖
和
学
園
高
）
が

合
格
し
た
。

　
４
月
か
ら
女
川
町
内
の
保

育
園
で
働
く
大
森
さ
ん
は
、

「
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
、
保
護
者
に
も
寄
り
添
え

る
保
育
士
に
な
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。

尾
池
学
長
に
報
告

　
12
月
13
日
、
教
員
採
用
試

験
お
よ
び
公
務
員
保
育
士
試

験
の
合
格
者
が
尾
池
守
学
長

に
合
格
の
報
告
を
行
っ
た
。

　
今
後
の
抱
負
を
述
べ
た
学

生
た
ち
に
対
し
て
尾
池
学
長

は
、「
本
学
が
輩
出
し
た
い
人

物
像
は
『
社
会
の
諸
問
題

に
、
自
分
の
役
割
を
自
覚
し

て
取
り
組
む
た
め
に
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
人
』。
こ
こ
で

学
ん
だ
こ
と
を
教
育
現
場
で

し
っ
か
り
生
か
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
の
言
葉
を
送
っ

た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
石
巻
市

に
避
難
し
て
い
る
イ
リ
ナ
・

ホ
ン
チ
ャ
ロ
ヴ
ァ
さ
ん
を
招

い
て
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
考
え
る
」

が
12
月
16
日
、
本
学
図
書
館

で
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
、
人

間
学
部
人
間
文
化
学
科
の

「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
論
」
の
一
環
と
し
て
目

黒
志
帆
美
准
教
授
が
企
画
。

当
日
は
、
目
黒
准
教
授
が
司

会
を
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
で

仙
台
市
在
住
の
高
橋
旺
礼
南

さ
ん
が
通
訳
を
務
め
た
。

　
イ
リ
ナ
さ
ん
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
北
部
チ
ェ
ル
ニ
ヒ
ウ
州
出

身
。「
２
月
24
日
に
攻
撃
が
始

ま
り
、
多
く
の
ロ
シ
ア
軍
が

国
境
を
越
え
て
入
っ
て
き

た
」
と
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍

事
侵
攻
が
始
ま
っ
た
と
き
の

様
子
を
語
っ
た
。
ロ
シ
ア
軍

に
囲
ま
れ
た
生
活
が
続
く
な

か
、「
３
㌔
離
れ
た
教
会
ま
で

命
が
け
で
井
戸
水
を
取
り
に

行
っ
た
。
怖
い
こ
と
に
も
次

第
に
慣
れ
て
し
ま
う
」
と
当

時
を
振
り
返
っ
た
。

　
人
権
の
問
題
に
も
触
れ
、

「
生
き
る
権
利
を
守
る
た
め

に
、
い
ろ
い
ろ
な
国
が
力
を

合
わ
せ
て
活
動
す
る
こ
と
が

大
切
だ
」
と
訴
え
た
。

　
学
生
や
教
職
員
ら
約
50
人

が
参
加
し
、
イ
リ
ナ
さ
ん
の

話
に
耳
を
傾
け
た
。
菅
原
拓

実
さ
ん
（
人
間
３
・
宮
城
県

岩
ケ
崎
高
）
は
、「
軍
事
侵
攻

に
よ
る
被
害
、
攻
撃
を
受
け

て
か
ら
の
生
活
の
変
化
な
ど

を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
」
と
話
し
た
。

学生に自身の体験を語るイリナさん（右から２人目）

山本社長（左）と佐々木学部

長。中央が３Ｄプリンター

尾池学長（右端）らに合格を報告した学生たち＝12月13日

人
間
文
化
学
科
「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」

22
年
度
教
員
採
用
試
験

理
工
、人
間
学
部

理
工
、人
間
学
部

７
人
が
合
格

７
人
が
合
格

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
受
贈
機
械
工
学
科

トップアスリートを例にスポーツが

もたらす影響を解説した木村さん

経営学科「地域ＩＣＴ戦略論」特別講座

スポーツとの関わり方学ぶ

トークイベントトークイベント「ウクライナを考える」「ウクライナを考える」

イリナさんに戦時下の生活聞くイリナさんに戦時下の生活聞く


